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研究要旨 

東海地域では、名古屋地域を中心に日本国籍MSMの感染増が著しいことから、名古屋地域在住のMSM

を対象として、HIV 感染予防の啓発および HIV 抗体検査受検行動の促進活動を通じて、新規エイズ患

者の減少と HIV 感染の拡大を防止することを本研究の目的とする。本研究は、当地域 MSM によって構

成されるANGEL LIFE NAGOYAとの協働で企画および実施を行ってきた。陽性者支援団体であるsecret 

baseとの連携で、陽性者に限定した曜日のセンター利用を設け、またピアグループミーティングとメー

ル相談を実施した。また、他団体との連携においては行政だけではなく、依存症の自助会である NPO

法人三重ダルクとの連携により、MSMにも多い薬物依存と感染予防促進に向けた情報交換を行った。 

1. コミュニティセンターriseの運営 

2013年 4月～2014年 1月の来場者数は2,490人（前年度比22.0％増加）となった。一方、初来場

者数は141人（前年度比40.8％減少）となった。 

2. 臨時HIV検査会の受検促進 

行政及び医療機関との協働によるMSM向けHIV検査会を6月、12月に実施し、受検者数はそれぞ

れ408人（陽性率2.7％）、104人（陽性率0.0％）であった。 

3. 分担研究での質問紙調査 

抗体検査の生涯受検率は増加し、受検促進に一定の効果を上げているが、行動変容には十分につ

ながっていない。プログラムの再検討と改善が必要である。 

 

A.研究目的 

わが国における新規の HIV 感染者/AIDS 患者

報告数は依然として増加傾向にあり、中でも日

本国籍男性の同性間性的接触による感染増加が

著しい状況である。首都圏地区のみならず、東

海地域及び名古屋地域においても同様の増加が

継続しており、新規HIV感染者に占めるエイズ

発症者の割合が高く、感染拡大防止に向けた啓

発普及と抗体検査受検行動の促進が急務とされ

ている。MSM にとって当事者性の高い感染予防

の情報提供や啓発資材の作成が必要とされ、東

海地域においてゲイコミュニティの最も大きい

名古屋地域でのMSMを対象としたHIV感染予防

啓発活動を、分担研究者と当地域のMSMによっ

て構成されるANGEL LIFE NAGOYA(以下、ALN)と

の協働で企画および実施を行ってきた。 

 
B.研究方法 

本研究では、日本国籍のMSMを主な対象とし

てALNによってその地域性にも配慮した以下の

プログラムを企画および実施した。 

1.コミュニティセンターriseの運営 

昨年度と同様に開場時間を拡張し、また誘致

企画としてのイラスト展の実施などを積極的に

行った。さらに、陽性者限定の開場日を設ける

ことで、陽性者支援団体との連携構築を行った。 



 

2.MSMに効果的なHIV感染症•エイズ予防啓発の

実施 

友達づくりイベント「JOINT」を月一回開催し、

コミュニティペーパー「HANA」を3,000部を年

4回発行した。また啓発用コンドーム10,000個

を制作し、バー、ハッテン場およびクラブイベ

ントにてアウトリーチを行った。 

 

3.MSM向け臨時HIV検査会への受検促進 

行政及び医療機関と協働した MSM 向け臨時

HIV検査会を名古屋地区にて6月と12月に実施

した。特に、WEB における検査会案内を強化し

た。 

 

4.MSM向け相談の推進 

コミュティセンターrise（以下、rise）の通

常の開場時間に追加して、臨時HIV検査に合わ

せた事前電話メール相談期間を設けて、研修を

受けた相談担当者が専用回線にて対応を行った。 

 
C.研究成果 

各プログラムの実施状況について報告する。 

1.コミュニティセンターriseの運営 

2006年より名古屋地域におけるHIV感染予防

啓発の普及拠点として、名古屋地域でMSM向け

商業施設が集まる名古屋市中区栄に rise をエ

イズ予防財団からの受託事業として開設し、運

営管理を行っている。 

 2012年度までの開場時間は、以下の通りで実

施した。 

火曜日：18～22時 木・金曜日：20～23時 

土曜日：16～22時 日曜日:14～20時 

連携している陽性者支援団体secret baseの

メンバーがスタッフを担当する、陽性者限定の

開場を火曜 18 時～22 時に設けた。休場は月・

水曜日および年末年始とした。 

2013年4月より、月曜18時～21時を新たに

設けた。ハッピーマンデーになっている月曜日

は来場者が増加した。また、水曜日は月に一回、

協働参加している世界エイズデーin NAGOYA 実

行委員会のミーティングに継続して貸している。 

 今年度は、2013 年 4 月～2014 年 1 月までの

rise来場者数を表1に、前年度との比較を図1

に示した。1月までの総来場者数は2,490人で、

前年度 2,041 人に対して前年度比 122％と増加

した。一方、初来場者数は141人と、前年度238

人に対して59.2％と半減した。主な理由は昨年

度初企画したイラスト展を目的とした初来場者

が増加し、今年度は彼らがリピータとなったた

めである。6 月に毎年開催されている臨時 HIV

検査会イベントNLGR+2013の開催説明会や活動

報告会を実施したことで、コミュニティのキー

パーソンであるゲイバーのマスターの来場誘致

を実施することができた。 

センターへの誘致を目的として開催している

イベントや各サークルのミーティング利用への

貸し出し状況を表2に示した。また、それを目

的とした来場者数を表3に示した。次年度も定

期的なミーティングへの貸し出しと同様に、臨

時企画を盛り込んで積極的な誘致を行っていく。 

 

2.MSMに効果的なHIV感染症•エイズ予防啓発の

実施 

1）友達づくりイベント「JOINT」 

20代や最近名古屋地区に移動してきた、地元

のゲイコミュニティとの接触が少ないMSMを主

な対象とした、友達づくりイベント「JOINT」を

毎月1回開催した。イベントの中にHIVに関す

る情報を盛り込んだ。ゲイコミュニティとの接

触が少ないことで、啓発資材との接触が希薄で

HIV に関する正しい情報が得にくい層を対象に

することで、riseの認知及び初来場を促進した。

イベント内にHIV感染やSTI感染の予防知識を

入れている。表4に「JOINT」のテーマ、参加者

数、その中の初来場者数を示した。案内通知の

フライヤーを上半期版と下半期版で各3,000部

ずつ作成して、名古屋市内のゲイバーやショッ

プ、クラブイベントにて配布を行った。作成し

たフライヤーを図2に示した。 



2）啓発用コンドームの制作 

啓発用コンドームの制作と配布は 2000 年の

ALN 発足時から継続しているプログラムである。

名古屋市内のゲイ向け商業施設に協力を依頼し

て、回答のあった店舗のみに毎月一回第三日曜

日に、コミュニティペーパー「HANA」や検査会

案内のポスターと共にアウトリーチを行ってい

る。東海地域では新規エイズ患者の割合が高い

現状を鑑みて、入手に抵抗感の少なく、MSM に

訴求性のあるデザインを採用した啓発用コン

ドームを制作し、バー・ハッテン場およびクラ

ブイベントにて配布を行った。配布実績数を表

5 に示した。閉店した協力店舗や定休日の変更

などにより、5 月は協力店舗数が少ない月と

なった。下半期に入ってから新規オープンした

バーの積極的な協力もあり、今年度 2013 年 4

月～2014年1 月までの総配布数は5,643個とな

り、前年度の4,406個より28.1％の増加となっ

た。ただし、ハッテン施設2件への配布数（8,640

個）、クラブイベント4回での配布数（1,200個）

および検査会お土産セットでの配布数（1,536

個）は除いている。 

 

3）コミュニティペーパー「HANA」 

年4回、各3,000部の発行を行った（ただし、

3回目は12月末、4回目は2月予定）。コミュニ

ティにより親しまれ、話題となる啓発資材とな

るように、表紙のモデルに地元名古屋の GOGO

ボーイやゲイバーのマスターでもあるドラァグ

クイーンを起用した。このモデル採用により、

啓発資材としてのコミュニティペーパーに関心

の低かったゲイバーのマスターの認知を上げる

ことができたし、マスターからゲイバー利用者

への積極的な配布にもつながった。特集には、

ゲイの利用率が高いSNSに潜むアンセーファー

セックスへの落とし穴情報を掲載し、臨時 HIV

検査会の案内および結果の公表、その結果に見

られる予防情報などを特集した。裏面はゲイコ

ミュニティの商業施設の内、アウトリーチの協

力店のマップと店の特色を掲載している。 

コミュニティペーパーの配布店舗数はコン

ドームの配布先に、MSM も利用するミックス

バー、ショップ、ハッテン施設、クラブイベン

トが加わる。印刷部数3,000部が数ヶ月で消費

されるようになった。これは表紙モデルに地元

のキーパーソンを起用した効果が出てきたと思

われる。 

 

3.臨時HIV検査会の受検促進 

行政及び医療機関との協働により、MSM向け臨時

HIV検査会を名古屋地区にて6月と12月に実施し

た。岐阜地区においては1月に実施予定である。 

1）NLGR+検査会 

この臨時検査会は Nagoya Lesbian & Gay 

Revolution Plus（NLGR+）の開始された 2001

年（当時はNGR）からNLGR+と同日に開催されて

いる。イベントの連携性により、初日採血・翌

日結果通知の形式を継続すると共に、事前説明

（オリエンテーション）の手法を工夫するなど

の臨時検査会としての形式も模索してきた。検

査会場としては、2008年まではイベントのメイ

ン会場である池田公園（名古屋市中区栄）周辺

に位置する愛知県医師会館やビジネスホテルを

利用していたが、2010年からは公共交通の便が

よい千種保健所（名古屋市千種区覚王山）にて

実施している。また、検査結果や受検者のニー

ズを行政（名古屋市）に還元することで、名古

屋市保健所での夜間検査（月2回）、土曜検査（月

2回）、休日検査（月2回）の実施に結びつけた。 

2013 年 6月 8～9日にNLGR+2013 と同日に開

催された。今年の NLGR+検査会では、イベント

会場である池田公園から徒歩 10 分ほどに位置

する中保健所で実施することができた。昨年度

までは検査会場がイベント会場から4駅離れる

という地理的要因が、イベントに関心が高い層

の受検を阻害する要因となっていたが、今年は

その要因が除外されるということで、募集によ

り医学部・看護学部の女子学生にも検査前オリ

エンテーションを担当してもらうことで待ち時

間を軽減した。最近4年間の受検状況を表6に



示した。前述の地理的阻害要因の排除により、

総受検者数は前年度比 45.2％の増加につな

がった。 

 

2）M検in名古屋 

 2013 年 12月 8日に開催した臨時HIV検査会

「M検in名古屋」は、名古屋市から国立病院機

構名古屋医療センターへの委託事業となった

2008年から開始しており、毎年千種保健所で実

施した。当初は NLGR+検査会と同じ初日採血・

翌日結果通知の検査形式を採用していたが、受

検者からのニーズに合わせて、2010年からは即

日検査とした。最近4年間の受検状況を表７に

示した。 

 

4.連携プログラム 

1) HIV 抗体検査を受ける人を対象とした質問

紙調査 

分担研究として、愛知県内の保健所（16施設）

におけるHIV抗体検査の受検者に対して質問紙

調査が2013年1月～9月まで実施された。有効

回答2,828名の内、MSMと回答した458名（MSM

割合16.2％）を、ALNの啓発資材に接触した経

験の有無により分析を行った。その結果の一部

を表8に示した。資材への接触経験がある層は

再受検率が83.1％と高く、感染不安を感じた場

合の相談先の認知、その他の広報資材への認知

も高く、ALN の資材が受検促進に一定の効果を

与えていると言える。その一方で、不特定の男

性との性交渉における過去6ヶ月間のコンドー

ム常用率は4割と低く、資材への接触経験のな

い層と差が見られなかった。これはALNの啓発

資材が、受検促進に一定の効果を挙げているが、

予防行動までには至っていないことを意味して

いる。今後の資材の検討が急務である（資料1.2

参照）。 

 

2) コミュニティネットワークを用いた MSM を

対象とする性の健康、HIV/AIDS 感染予防行

動に関する質問紙調査－GCQアンケート－ 

 分担研究として、東海地区在住のMSMにおけ

るインターネット質問紙調査を実施した。有効

回答数364名の結果を年齢別に分析した一部を

表 9-1,2 に示した。過去の抗体検査受検率は 7

割と高く、昨年度の調査よりも10％増加してい

た。また、過去6ヶ月間に友人や知り合いとHIV

感染について話した経験がある割合も6割近く、

昨年度5割よりも意識が高くなっていることが

分かる。その一方、アナルセックス経験者が 9

割以上であるのに対して、アナルセックスの相

手が特定であるか非特定であるかに関係なく、

コンドーム常用率が4割に留まり、昨年度とほ

ぼ同等である。この結果から、HIV 抗体検査を

受ける人を対象とした質問紙調査と同様、啓発

資材への接触が受検促進に対しては一定の効果

が見られたが、行動変更には十分につながって

いないと言える（資料3.4参照）。 

 

3) 陽性者支援団体secret base 

名古屋地域を中心に活動する陽性者支援団体

としてsecret baseが設立された。予防啓発活

動や検査会受検促進においては、常に両輪とし

て当事者支援団体との連携が必要となる。昨年

と同じく、陽性者限定のピアミーティングや

メール相談を実施している。 

 

4) NPO法人PROUD LIFE 

セクシュアルマイノリティ全般を対象として

活動しているNPO法人PROUD LIFEは、コミュニ

ティセンターで電話相談事業を行っている。事

前相談研修にて、HIV・STI感染に関する基礎知

識の説明や紹介先医療機関などのリソースの確

認を行った。また、多様な相談に対応するため

の相互支援を確認した。 

 

5) NPO法人三重ダルク 

名古屋医療センターによると、近年は新規感

染者の中にも、薬物利用がトリガーとなって

HIV に感染する MSM が増えてきている。そのた

め、薬物利用に対する知識と依存症から脱却を



支援する団体との連携が必要であると考える。

NPO法人三重ダルクとは、6月9日（NLGR+ステー

ジ講演もあり）および 11 月 16 日（同日 WADN

実行委員会のプレエイズデー講演会もあり）の

2 回に渡り、情報交換を行った。感染不安の相

談から薬物利用の告白に至るケースや自助ミー

ティング中にセクシュアリティのカミングアウ

トがあるなど、お互いが経験した問題点を共有

すると共に、薬物利用者に（対面および電話に

て）対応する姿勢などの講習を受けた。次年度

は年に数回の勉強会開催を計画中である。 

 

6）名古屋市 

名古屋市健康対策課とは年2回の臨時検査会

の実施およびエイズ対策会議委員としての出席

を通して、MSM に対する保健所検査への誘致の

強化を継続している。委託事業費をいただき、

資材の作成を行っている。 

 

7）愛知県 

愛知県健康福祉部とはエイズ対策会議委員と

しての出席や検査会イベントでのブース出展を

通して、MSM に対する保健所検査への誘致の強

化を継続している。また、委託事業費をいただ

き、保健所検査案内等の資材の作成を行ってい

る。 

 

5．MSM向け相談の推進 

riseの通常の開場時間に追加して、6月・12

月の臨時HIV検査に合わせた事前電話メール相

談期間を設けて、研修を受けた相談担当者が専

用回線にて対応を行った。また、相談事業の広

報に用いたツイッターやSNSをそのまま利用し

て相談してくるケースもあった。表10に相談件

数と rise の開場日数及び開場時間も参考のた

めに記載した。昨年度は臨時HIV検査会に関す

る事前相談が増えたが、今年度は感染不安に対

する相談が不定期にある傾向にあった。 

 

D.考察 

今年度はコミュニティセンターrise でのイ

ラスト展の実施やWEB広報の強化など、ゲイコ

ミュニティへの接触が少ない層を狙った企画を

取り込んだ。アンケート調査から受検側には一

定の効果を上げていることが分かった。しかし、

行動変容にはつながらず、東海地区で新規エイ

ズ患者の割合を減少させるには、さらなるプロ

グラムの改善が必要である。 

 

E.結語 

コミュニティセンターrise の来場を促すこ

とには一定の成果を上げたが、東海地区では新

規感染者患者数に占める AIDS 患者の割合が高

く、HIV 検査受検につながる、継続したプログ

ラムの実施が必要である。 
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表 1：2013 年度（2013 年 4月～2014 年 1月）のコミュニティセンターrise 来場者数 

 
総来場者数 初来場者数 

4月 187 1 

5 月 252 6 

6 月 385 54 

7 月 240 6 

8 月 236 8 

9 月 242 13 

10 月 274 12 

11 月 229 7 

12 月 220 6 

1 月 225 28 

合計 2,490 141 

 
 
 
 

図１：H25年度および前年度（4月～1月）の rise 来場者数 

 
 

 
 
 
 
 



表 2：コミュニティセンターrise の利用状況 

イベント JOINT→（若者・コミュニティに接触が少ない層向けイベント）  

サークル 手話教室＠rise 僕らのゲイライフプロジェクト 
 

臨時 展覧会「虹色スナップ」  フラワーアレンジメント ライフプランニング 

定期利用 WADN ミーティング GID PROUD ミーティング ダルクミーティング 

 
 

表 3：イベントおよび利用貸しにおける来場者数（2013 年 4月～2014 年 1月） 

  実施回数 総来場者数 初来場者数 

イベント 7回 71 名 5名 

サークル 16回 219 名 12 名 

定期貸出 17回 145 名 9名 

 
 

表 4：JOINT 参加者数（2013 年 4月～2014 年 1月） 

 
内容 総参加者数 初参加者数 

4月 6日 お花見 11 3 

5 月 18日 ゲイバーへ行こう 8 2 

6 月 15日 リッツパーティ 10 0 

7 月 20日 名古屋港祭りへ行こう 9 0 

9 月 15日 HOW TO SEX 講座 10 0 

10 月 19日 ハロウィーンパーティ 15 0 

11 月 17日 ゲイバーへ行こう 8 0 

12 月 21日 クリスマスパーティ 20 2 

1 月 18日 新春！ゲイカルタ大会 5 0 

 
 



図 2：友達づくりイベント「JOINT」告知フライヤー 

 
 

 
表 5：啓発用コンドーム配布実績（2013 年 4月～2014 年 1月） 

 
店舗数 配布数（昨年度数） 

4月 36 504（475） 

5月 27 381（438） 

6月 36 520（493） 

7月 35 517（469） 

8月 37 593（475） 

9月 37 594（450） 

10 月 37 584（405） 

11 月 37 627（354） 

12 月 37 655（382） 

1月 39 668（465） 

※ハッテン場施設 2件への配布数（8640 個）、クラブイベント 4回への配布数（1200 個）およ
び検査会お土産セットでの配布数（1536 個）は除く 
 
 
 



表 6：NLGR+検査会における最近 4年の結果 

 
2013 年 2012 年 2011 年 2010 年 

受検者数 408 281 254 189 

初受検率 - 21.0％ 17.3％ 9.2％ 

HIV 陽性 11 4 4 6 

陽性率 2.7％ 1.4％ 1.6％ 3.2％ 

 
 

表 7：M検 in名古屋における最近 4年の結果 

 
2013 2012 2011 2010 

総受検者数 104 94 106 33 

初受検率 - 16％ 25％ 3％ 

HIV 陽性者数 0 2 2 0 

陽性率 0.0％ 2.1％ 1.9％ 0.0％ 

 



表 8：HIV 抗体検査を受ける人を対象にした質問紙調査の結果 
愛知県内
 

今回を除いて、これまでにHIV検査（エイズ検査）を受けたことがありますか？
再受検 208 67.1% 123 83.1% 331 72.3% ＜0.01
初受検 100 32.3% 25 16.9% 125 27.3%
無回答 2 0.6% 0 0.0% 2 0.4%

年齢
24歳以下 59 19.0% 30 20.3% 89 19.4% 0.03
25-34歳 116 37.4% 54 36.5% 170 37.1%
35-44歳 84 27.1% 54 36.5% 138 30.1%
45歳以上 49 15.8% 10 6.8% 59 12.9%

無回答 2 0.6% 0 0.0% 2 0.4%
居住形態

はい(1人暮らし) 122 39.4% 65 43.9% 187 40.8% 0.35
いいえ 188 60.6% 83 56.1% 271 59.2%
無回答

婚姻状況
結婚している 42 13.5% 3 2.0% 45 9.8% ＜0.01

結婚していない 267 86.1% 145 98.0% 412 90.0%
無回答 1 0.3% 0 0.0% 1 0.2%

健康保険加入状況
国⺠健康保険/職場の健康保険 274 88.4% 130 87.8% 404 88.2% 0.36

21 6.8% 14 9.5% 35 7.6%
未加入＊1 15 4.8% 4 2.7% 19 4.1%

HIV/STIや検査に関する知識正答*1

ウィンドウピリオドについて 270 87.1% 130 87.8% 400 87.3% 0.78
偽陽性の可能性について 215 69.4% 116 78.4% 331 72.3% 0.11

偽陽性の場合、再検査の必要性がある 267 86.1% 132 89.2% 399 87.1% 0.55
重複感染について 226 72.9% 119 80.4% 345 75.3% 0.20
服薬治療について 280 90.3% 137 92.6% 417 91.0% 0.62

HIVや性感染症について、あなた⾃⾝が困ったとき、不安なときに⾃分の家族に相談できると思いますか？
できない/できないと思う 218 70.3% 109 73.6% 327 71.4% 0.21

わからない 40 12.9% 11 7.4% 51 11.1%
できる/できると思う 52 16.8% 28 18.9% 80 17.5%

無回答
HIVや性感染症について、あなた⾃⾝が困ったとき、不安なときに⾝近な友達に相談できると思いますか？

できない/できないと思う 150 48.4% 46 31.1% 196 42.8% ＜0.01
わからない 32 10.3% 13 8.8% 45 9.8%

できる/できると思う 128 41.3% 89 60.1% 217 47.4%
無回答

HIVや性感染症について、相談できる場所(電話相談など)を知っていますか？
知らない 150 48.4% 44 29.7% 194 42.4% ＜0.01

知っている 160 51.6% 104 70.3% 264 57.6%
無回答

過去6ヶ⽉間に“HIVに感染しているかも…”と不安に感じたことはありましたか？
まったくなかった/あまりなかった 157 50.6% 80 54.1% 237 51.7% 0.64

よくあった/時々あった 152 49.0% 68 45.9% 220 48.0%
無回答 1 0.3% 0 0.0% 1 0.2%

あなたはこれまでに性感染症にかかったことはありますか？
ない 132 56.4% 65 51.6% 197 54.7% 0.27
ある 99 42.3% 61 48.4% 160 44.4%

無回答 3 1.3% 0 0.0% 3 0.8%
広報資材の認知（複数回答）

各⾏政のホームページ 85 27.4% 72 48.6% 157 34.3% ＜0.01
各⾏政の紙資材-ポスター広報誌等 64 20.6% 83 56.1% 147 32.1% ＜0.01

HIVマップ 11 3.5% 50 33.8% 61 13.3% ＜0.01
HIV検査・相談マップ 112 36.1% 75 50.7% 187 40.8% ＜0.01

AC広告(エイズ予防財団) 25 8.1% 49 33.1% 74 16.2% ＜0.01
特定(恋人や夫など)の男性との過去6ヶ月間のコンドーム使用状況*2

常用 53 25.9% 37 34.6% 90 28.8% 0.11
非常用 152 74.1% 70 65.4% 222 71.2%

特定以外の男性との過去6ヶ月間のコンドーム使用状況*2

常用 74 39.4% 46 41.4% 120 40.1% 0.72
非常用 114 60.6% 65 58.6% 179 59.9%

特定(恋⼈や妻など)の⼥性との過去6ヶ⽉間のコンドーム使⽤状況*2

常用 34 33.7% 10 76.9% 44 38.6% ＜0.01
非常用 67 66.3% 3 23.1% 70 61.4%

特定以外の⼥性との過去6ヶ⽉間のコンドーム使⽤状況*2

常用 36 39.1% 7 87.5% 43 43.0% 0.01
非常用 56 60.9% 1 12.5% 57 57.0%

＊1 集計のさいに無回答を含んでいる。
＊2 過去6ヶ⽉間に膣性交または肛⾨性交を⾏ったと回答したもののみを分析対象としたため総数が異なる。

被扶養者の健康保険（家族・親族等の扶養）

CBOの活動や資材の認知 合計 χ2検定
によるp値

なし あり
n=310 n=148 n=458

 



表 9-1：GCQ アンケート(2013):年齢別の検査行動、HIVの身近さ、性感染症罹患、性行動 

 

これまでにHIV抗体検査を受けようと思ったことはありますか？
ある 85 82.5% 74 88.1% 55 91.7% 47 90.4% 56 86.2% 317 87.1% 0.45
ない 18 17.5% 10 11.9% 5 8.3% 5 9.6% 9 13.8% 47 12.9%

これまでにHIV抗体検査を受けたことはありますか？
ある 51 49.5% 64 76.2% 50 83.3% 41 78.8% 49 75.4% 255 70.1% 0.00
ない 52 50.5% 20 23.8% 10 16.7% 11 21.2% 16 24.6% 109 29.9%

過去1年間にHIV抗体検査を受けたことはありますか？
ある 38 36.9% 45 53.6% 27 45.0% 22 42.3% 28 43.1% 160 44.0% 0.25
ない 65 63.1% 39 46.4% 33 55.0% 30 57.7% 37 56.9% 204 56.0%

過去１年の検査場所
保健所の通常検査 18 17.5% 22 26.2% 9 15.0% 8 15.4% 5 7.7% 62 17.0% 0.05
保健所の即日検査 19 18.4% 27 32.1% 18 30.0% 9 17.3% 17 26.2% 90 24.7% 0.13
保健所の夜間検査 2 1.9% 3 3.6% 1 1.7% 1 1.9% 0 .0% 7 1.9% 0.64
医療センターなどの病院 0 .0% 5 6.0% 2 3.3% 5 9.6% 5 7.7% 17 4.7% 0.04
郵送検査キット 0 .0% 0 .0% 1 1.7% 0 .0% 0 .0% 1 .3% 0.28
その他 4 3.9% 1 1.2% 3 5.0% 2 3.8% 6 9.2% 16 4.4% 0.21

あなたの友達や知り合いにHIVに感染している人はいると思いますか？
いる 16 15.5% 29 34.5% 26 43.3% 29 55.8% 31 47.7% 131 36.0% 0.00
いると思う 28 27.2% 10 11.9% 8 13.3% 11 21.2% 10 15.4% 67 18.4%
いないと思う 29 28.2% 20 23.8% 15 25.0% 5 9.6% 7 10.8% 76 20.9%
いない 12 11.7% 6 7.1% 4 6.7% 2 3.8% 5 7.7% 29 8.0%
わからない 18 17.5% 19 22.6% 7 11.7% 5 9.6% 12 18.5% 61 16.8%

過去6ヵ月間に彼氏や恋人とHIVやエイズについて話したことがありますか？
ある 36 35.0% 37 44.0% 19 31.7% 23 44.2% 27 41.5% 142 39.0% 0.07
ない 32 31.1% 32 38.1% 30 50.0% 14 26.9% 20 30.8% 128 35.2%
彼氏・恋人がいなかった 35 34.0% 15 17.9% 11 18.3% 15 28.8% 18 27.7% 94 25.8%

過去6ヵ月間に友達や知り合いとHIVやエイズについて話したことがありますか？
ある 60 58.3% 47 56.0% 33 55.0% 33 63.5% 35 53.8% 208 57.1% 0.85
ない 43 41.7% 37 44.0% 27 45.0% 19 36.5% 30 46.2% 156 42.9%

過去6ヵ月間に周囲の人とHIVやエイズについて話したことがありますか？
ある 65 63.1% 51 60.7% 34 56.7% 35 67.3% 41 63.1% 226 62.1% 0.83
ない 38 36.9% 33 39.3% 26 43.3% 17 32.7% 24 36.9% 138 37.9%

次の中で、これまでにかかったことがある性感染症はありますか？（あてはまるものすべて）
梅毒 1 1.0% 9 10.7% 7 11.7% 8 15.4% 14 21.5% 39 10.7% 0.00
A型肝炎 0 .0% 0 .0% 1 1.7% 0 .0% 1 1.5% 2 .5% 0.43
B型肝炎 1 1.0% 4 4.8% 5 8.3% 2 3.8% 10 15.4% 22 6.0% 0.00
C型肝炎 0 .0% 2 2.4% 0 .0% 0 .0% 0 .0% 2 .5% 0.15
クラミジア 2 1.9% 4 4.8% 4 6.7% 3 5.8% 8 12.3% 21 5.8% 0.09
尖圭コンジローマ 1 1.0% 2 2.4% 1 1.7% 4 7.7% 3 4.6% 11 3.0% 0.17
淋病 4 3.9% 2 2.4% 2 3.3% 3 5.8% 7 10.8% 18 4.9% 0.16
HIV感染症 0 .0% 2 2.4% 4 6.7% 2 3.8% 6 9.2% 14 3.8% 0.03
⾚痢アメーバ 0 .0% 0 .0% 1 1.7% 1 1.9% 3 4.6% 5 1.4% 0.10
毛じらみ 11 10.7% 16 19.0% 25 41.7% 16 30.8% 34 52.3% 102 28.0% 0.00
性器ヘルペス 0 .0% 3 3.6% 1 1.7% 1 1.9% 3 4.6% 8 2.2% 0.30
その他 2 1.9% 1 1.2% 0 .0% 0 .0% 1 1.5% 4 1.1% 0.73
いずれもなし 84 81.6% 51 60.7% 28 46.7% 27 51.9% 18 27.7% 208 57.1% 0.00

これまでに男性とセックスをしたことがありますか？
ある 94 91.3% 81 96.4% 60 100.0% 51 98.1% 62 95.4% 348 95.6% 0.08
ない 9 8.7% 3 3.6% 0 .0% 1 1.9% 3 4.6% 16 4.4%

これまでに男性とアナルセックスをしたことがありますか？
ある 89 86.4% 81 96.4% 59 98.3% 48 92.3% 59 90.8% 336 92.3% 0.04
ない 14 13.6% 3 3.6% 1 1.7% 4 7.7% 6 9.2% 28 7.7%

n=364n=103 n=84 n=60 n=52 n=65

年齢
合計 Pearson χ2

24歳以下 25-29歳 30-34歳 35-39歳 40歳以上

 



表 9-2：GCQ アンケート(2013)：年齢別の性行動 

 

過去6ヶ月間のアナルセックス経験
過去6ヶ月間あり 73 82.0% 68 84.0% 48 81.4% 32 66.7% 48 81.4% 269 80.1% 0.16
過去6ヶ月間なし 16 18.0% 13 16.0% 11 18.6% 16 33.3% 11 18.6% 67 19.9%

合計 89 100.0% 81 100.0% 59 100.0% 48 100.0% 59 100.0% 336 100.0%
コンドーム使用状況

非常用 40 54.8% 39 57.4% 29 60.4% 22 68.8% 23 47.9% 153 56.9% 0.44
常用 33 45.2% 29 42.6% 19 39.6% 10 31.3% 25 52.1% 116 43.1%

合計 73 100.0% 68 100.0% 48 100.0% 32 100.0% 48 100.0% 269 100.0%
彼氏や恋人などの相手とのコンドーム使用状況

非常用 24 60.0% 20 58.8% 16 72.7% 7 50.0% 8 42.1% 75 58.1% 0.36
常用 16 40.0% 14 41.2% 6 27.3% 7 50.0% 11 57.9% 54 41.9%

合計 40 100.0% 34 100.0% 22 100.0% 14 100.0% 19 100.0% 129 100.0%
友達やセクフレなど恋人ではない特定の相手とのコンドーム使用状況

非常用 20 60.6% 16 69.6% 17 50.0% 11 84.6% 11 57.9% 75 61.5% 0.23
常用 13 39.4% 7 30.4% 17 50.0% 2 15.4% 8 42.1% 47 38.5%

合計 33 100.0% 23 100.0% 34 100.0% 13 100.0% 19 100.0% 122 100.0%
その場限りの相手とのコンドーム使用状況

非常用 18 60.0% 11 44.0% 7 50.0% 11 78.6% 10 41.7% 57 53.3% 0.17
常用 12 40.0% 14 56.0% 7 50.0% 3 21.4% 14 58.3% 50 46.7%

合計 30 100.0% 25 100.0% 14 100.0% 14 100.0% 24 100.0% 107 100.0%

合計 Pearson χ2

24歳以下 25-29歳 30-34歳 35-39歳 40歳以上
年齢

 
 
 

表 10：相談件数（2013 年 4月～2014 年 1月） 

 
相談件数 rise 開場日数 rise 開場時間 

4月 3 26 119 

5 月 1 26 112 

6 月 1 26 120 

7 月 5 26 115 

8 月 7 27 122 

9 月 2 26 117 

10 月 3 26 116 

11 月 2 26 118 

12 月 2 21 94 

1 月 5 22 100 



資料1 HIV抗体検査受検者を対象とした質問紙調査（2013年1月－9月）の概要 

愛知県内

10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月
参加施設数 3 16 16 16 16 16 16 16 16 16 16 16 16 16 16 16 16 16 16 16 16 16 3 16 16

検査件数 153 458 456 414 418 473 543 449 448 467 473 376 482 414 402 370 488 346 468 439 476 510 153 5,457 3,913

(再掲) 男性 118 339 340 295 305 339 379 310 341 322 326 264 334 315 288 271 366 253 326 331 365 366 118 3,894 2,881

⼥性 35 119 115 115 113 134 161 138 106 145 147 110 147 99 111 99 121 92 141 108 109 144 35 1,550 1,024

その他 0 0 1 4 0 0 3 1 1 0 0 2 1 0 3 0 1 1 1 0 2 0 0 13 8

陽性判明数 1 1 2 0 2 0 1 3 5 1 0 2 0 1 4 0 0 0 1 0 2 4 1 17 12

(再掲) 男性 0 1 2 0 1 0 1 3 5 1 0 2 0 1 3 0 0 0 1 0 2 4 0 16 11

⼥性 1 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 1 1

その他 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

陽性判明率 0.65% 0.22% 0.44% 0.00% 0.48% 0.00% 0.18% 0.67% 1.12% 0.21% 0.00% 0.53% 0.00% 0.24% 1.00% 0.00% 0.00% 0.00% 0.21% 0.00% 0.42% 0.78% 0.65% 0.31% 0.31%

男性受検者中の陽性判明率 0.00% 0.29% 0.59% 0.00% 0.33% 0.00% 0.26% 0.97% 1.47% 0.31% 0.00% 0.76% 0.00% 0.32% 1.04% 0.00% 0.00% 0.00% 0.31% 0.00% 0.55% 1.09% 0.00% 0.41% 0.38%

質問紙回収数 130 382 371 331 347 362 422 332 335 352 332 270 346 309 305 320 370 216 361 323 347 382 130 4,182 2,933

質問紙回収率 85.0% 83.4% 81.4% 80.0% 83.0% 76.5% 77.7% 73.9% 74.8% 75.4% 70.2% 71.8% 71.8% 74.6% 75.9% 86.5% 75.8% 62.4% 77.1% 73.6% 72.9% 74.9% 85.0% 76.6% 75.0%

2013年
2011年 2012年 2013年

2011年 2012年

 



資料2 HIV抗体検査受検者を対象とした質問紙調査：MSM以外男性・女性・MSMの各群における比較 

愛知県内

今回を除いて、これまでにHIV検査（エイズ検査）を受けたことがありますか？
再受検 658 40.5% 265 35.5% 331 72.3% 1254 44.3% ＜0.01
初受検 960 59.1% 479 64.2% 125 27.3% 1564 55.3%
無回答 6 0.4% 2 0.3% 2 0.4% 10 0.4%

年齢
24歳以下 237 14.6% 237 31.8% 89 19.4% 563 19.9% ＜0.01
25-34歳 689 42.4% 321 43.0% 170 37.1% 1180 41.7%
35-44歳 430 26.5% 121 16.2% 138 30.1% 689 24.4%

45歳以上 239 14.7% 49 6.6% 59 12.9% 347 12.3%
無回答 29 1.8% 18 2.4% 2 0.4% 49 1.7%

居住地
愛知県 1467 90.3% 684 91.7% 406 88.6% 2557 90.4% 0.22

それ以外の地域＊ 157 9.7% 62 8.3% 52 11.4% 271 9.6%
居住形態

はい(1人暮らし) 538 33.1% 208 27.9% 187 40.8% 933 33.0% ＜0.01
いいえ 1082 66.6% 535 71.7% 271 59.2% 1888 66.8%
無回答 4 0.2% 3 0.4% 0 0.0% 7 0.2%

婚姻状況
結婚している 613 37.7% 165 22.1% 45 9.8% 823 29.1% ＜0.01

結婚していない 1006 61.9% 580 77.7% 412 90.0% 1998 70.7%
無回答 5 0.3% 1 0.1% 1 0.2% 7 0.2%

健康保険加入状況
国⺠健康保険/職場の健康保険 1509 92.9% 542 72.7% 404 88.2% 2455 86.8% ＜0.01

79 4.9% 173 23.2% 35 7.6% 287 10.1%
未加入* 36 2.2% 31 4.2% 19 4.1% 86 3.0%

HIV/STIや検査に関する知識正答*
ウィンドウピリオドについて 1404 86.5% 652 87.4% 400 87.3% 2456 86.8% 0.54

偽陽性の可能性について 1033 63.6% 422 56.6% 331 72.3% 1786 63.2% ＜0.01
偽陽性の場合、再検査の必要性がある 1190 73.3% 525 70.4% 399 87.1% 2114 74.8% ＜0.01

重複感染について 1162 71.6% 506 67.8% 345 75.3% 2013 71.2% 0.07
服薬治療について 1347 82.9% 577 77.3% 417 91.0% 2341 82.8% ＜0.01

HIVや性感染症について、あなた⾃⾝が困ったとき、不安なときに⾃分の家族に相談できると思いますか？
できない/できないと思う 754 46.4% 359 48.1% 327 71.4% 1440 50.9% ＜0.01

わからない 279 17.2% 97 13.0% 51 11.1% 427 15.1%
できる/できると思う 585 36.0% 286 38.3% 80 17.5% 951 33.6%

無回答 6 0.4% 4 0.5% 0 0.0% 10 0.4%
HIVや性感染症について、あなた⾃⾝が困ったとき、不安なときに⾝近な友達に相談できると思いますか？

できない/できないと思う 874 53.8% 376 50.4% 196 42.8% 1446 51.1% ＜0.01
わからない 245 15.1% 88 11.8% 45 9.8% 378 13.4%

できる/できると思う 501 30.8% 279 37.4% 217 47.4% 997 35.3%
無回答 4 0.2% 3 0.4% 0 0.0% 7 0.2%

HIVや性感染症について、相談できる場所(電話相談など)を知っていますか？
知らない 989 60.9% 502 67.3% 194 42.4% 1685 59.6% ＜0.01

知っている 629 38.7% 243 32.6% 264 57.6% 1136 40.2%
無回答 6 0.4% 1 0.1% 0 0.0% 7 0.2%

過去6ヶ⽉間に“HIVに感染しているかも…”と不安に感じたことはありましたか？
まったくなかった 474 29.2% 268 35.9% 60 13.1% 802 28.4% ＜0.01

あまりなかった 548 33.7% 217 29.1% 177 38.6% 942 33.3%
時々あった 467 28.8% 211 28.3% 203 44.3% 881 31.2%
よくあった 128 7.9% 44 5.9% 17 3.7% 189 6.7%

無回答 7 0.4% 6 0.8% 1 0.2% 14 0.5%
過去6ヶ⽉間に相⼿にお⾦を払ってセックスをしたことがありますか？

ない* 858 52.8% 745 99.9% 382 83.4% 1985 70.2% ＜0.01
ある 766 47.2% 1 0.1% 76 16.6% 843 29.8%

過去6ヶ⽉間に相⼿からお⾦をもらってセックスをしたことがありますか？
ない* 1613 99.3% 681 91.3% 442 96.5% 2736 96.7% ＜0.01
ある 11 0.7% 65 8.7% 16 3.5% 92 3.3%

あなたはこれまでにの性感染症にかかったことはありますか？
ない 1450 89.3% 357 48.1% 197 54.7% 2004 73.5% ＜0.01
ある 162 10.0% 382 51.5% 160 44.4% 704 25.8%

無回答 12 0.7% 3 0.4% 3 0.8% 18 0.7%
広報資材の認知（複数回答）

各⾏政のホームページ 488 30.0% 234 31.4% 157 34.3% 879 31.1% 0.22
各⾏政の紙資材-ポスター広報誌等 182 11.2% 70 9.4% 147 32.1% 399 14.1% ＜0.01

CBOの活動や資材 5 0.3% 6 0.8% 148 32.3% 159 5.6% ＜0.01
HIVマップ 64 3.9% 27 3.6% 61 13.3% 152 5.4% ＜0.01

HIV検査・相談マップ 493 30.4% 259 34.7% 187 40.8% 939 33.2% ＜0.01
AC広告(エイズ予防財団) 74 4.6% 33 4.4% 74 16.2% 181 6.4% ＜0.01

＊集計のさいに無回答を含んでいる。

被扶養者の健康保険（家族・親族等の扶養）

MSM以外の男性 ⼥性 MSM 合計 χ2検定
によるp値n=1624 n=746 n=458 n=2828

 



資料 3 GCQ アンケート 2013：年齢別の基礎属性 

 

性的指向
ゲイ(同性愛者) 89 86.4% 70 83.3% 51 85.0% 39 75.0% 54 83.1% 303 83.2% 0.14
バイ(両性愛者) 12 11.7% 12 14.3% 8 13.3% 11 21.2% 5 7.7% 48 13.2%
その他 2 1.9% 2 2.4% 1 1.7% 2 3.8% 6 9.2% 13 3.6%

あなたは、現在だれかと一緒に暮らしていますか？
一人暮らし 31 30.1% 40 47.6% 27 45.0% 23 44.2% 32 49.2% 153 42.0% 0.00
家族と同居 64 62.1% 26 31.0% 24 40.0% 19 36.5% 22 33.8% 155 42.6%
家族以外と同居 8 7.8% 18 21.4% 9 15.0% 10 19.2% 11 16.9% 56 15.4%

あなたは現在、結婚していますか？
結婚している 3 2.9% 1 1.2% 2 3.3% 0 .0% 4 6.2% 10 2.7% 0.27
結婚していない 100 97.1% 83 98.8% 58 96.7% 52 100.0% 61 93.8% 354 97.3%

あなたは現在、健康保険を持っていますか？
国⺠健康保険 35 34.0% 25 29.8% 14 23.3% 11 21.2% 17 26.2% 102 28.0% 0.00
職場の健康保険 30 29.1% 52 61.9% 44 73.3% 38 73.1% 42 64.6% 206 56.6%
被扶養者の健康保険(家族・親族等の扶養) 28 27.2% 5 6.0% 0 .0% 0 .0% 1 1.5% 34 9.3%
持っていない 10 9.7% 2 2.4% 2 3.3% 3 5.8% 5 7.7% 22 6.0%

次の中でこれまでに利⽤したものはありますか？（あてはまるものすべて）
ゲイバー 78 75.7% 76 90.5% 55 91.7% 49 94.2% 56 86.2% 314 86.3% 0.00
ゲイナイト 53 51.5% 58 69.0% 49 81.7% 41 78.8% 42 64.6% 243 66.8% 0.00
ゲイショップ 49 47.6% 58 69.0% 46 76.7% 43 82.7% 51 78.5% 247 67.9% 0.00
PC出会い系サイト 43 41.7% 49 58.3% 42 70.0% 36 69.2% 42 64.6% 212 58.2% 0.00
携帯出会い系サイト 60 58.3% 66 78.6% 49 81.7% 40 76.9% 47 72.3% 262 72.0% 0.01
mixiなどのSNS 59 57.3% 61 72.6% 47 78.3% 44 84.6% 44 67.7% 255 70.1% 0.00
エロ系SNS 25 24.3% 33 39.3% 29 48.3% 23 44.2% 27 41.5% 137 37.6% 0.02
スマートフォンのゲイ向けアプリ 80 77.7% 57 67.9% 46 76.7% 42 80.8% 40 61.5% 265 72.8% 0.07
ゲイ向けサークル 15 14.6% 19 22.6% 12 20.0% 15 28.8% 17 26.2% 78 21.4% 0.23
ゲイ向け合コン 18 17.5% 15 17.9% 17 28.3% 7 13.5% 5 7.7% 62 17.0% 0.04
ゲイの乱パ 1 1.0% 9 10.7% 7 11.7% 6 11.5% 7 10.8% 30 8.2% 0.04
有料のハッテン場 47 45.6% 53 63.1% 36 60.0% 40 76.9% 49 75.4% 225 61.8% 0.00
野外のハッテン場 15 14.6% 27 32.1% 21 35.0% 26 50.0% 34 52.3% 123 33.8% 0.00
ハッテン場で有名な公共施設 27 26.2% 29 34.5% 28 46.7% 27 51.9% 38 58.5% 149 40.9% 0.00

n=364

合計 Pearson χ2

24歳以下 25-29歳 30-34歳 35-39歳 40歳以上
年齢

n=103 n=84 n=60 n=52 n=65

 



資料 4 GCQ アンケート 2013：年齢別の性行動、薬物使用、金銭を介した性行動、資材認知 

 

過去6ヶ月間に、口内射精をしたことがありますか？または、口内射精をされたことはありますか？
口内射精したことがある 29 28.2% 29 34.5% 17 28.3% 14 26.9% 15 23.1% 104 28.6% 0.01
口内射精されたことがある 23 22.3% 15 17.9% 8 13.3% 5 9.6% 5 7.7% 56 15.4%
どちらもある 26 25.2% 19 22.6% 12 20.0% 8 15.4% 10 15.4% 75 20.6%
どちらもない 25 24.3% 21 25.0% 23 38.3% 25 48.1% 35 53.8% 129 35.4%

過去6ヶ月間のセックス時の薬物併用経験
いずれもなし 92 89.3% 70 83.3% 46 76.7% 40 76.9% 47 72.3% 295 81.0% 0.02
バイアグラのみ併用 4 3.9% 2 2.4% 5 8.3% 8 15.4% 9 13.8% 28 7.7%
他の薬物併用経験あり 7 6.8% 12 14.3% 9 15.0% 4 7.7% 9 13.8% 41 11.3%

過去6ヶ月間のセックス時の薬物併用経験（再掲）
いずれもなし 92 89.3% 70 83.3% 46 76.7% 40 76.9% 47 72.3% 295 81.0% 0.05
他の薬物併用経験あり 11 10.7% 14 16.7% 14 23.3% 12 23.1% 18 27.7% 69 19.0%

過去6ヵ月間に、コンドームを買ったことがありますか？
ある 41 39.8% 30 35.7% 23 38.3% 19 36.5% 24 36.9% 137 37.6% 0.98
ない 62 60.2% 54 64.3% 37 61.7% 33 63.5% 41 63.1% 227 62.4%

過去6ヵ月間に、コンドームをすぐに使えるよういつも身近に持っていましたか？
いつも持っていた 37 35.9% 37 44.0% 32 53.3% 25 48.1% 30 46.2% 161 44.2% 0.59
時々持っていた 32 31.1% 26 31.0% 13 21.7% 12 23.1% 16 24.6% 99 27.2%
持っていなかった 34 33.0% 21 25.0% 15 25.0% 15 28.8% 19 29.2% 104 28.6%

過去6か⽉間に相⼿にお⾦を払ってセックスをしたことがありますか？
ある 6 5.8% 6 7.1% 5 8.3% 4 7.7% 4 6.2% 25 6.9% 0.97
ない 97 94.2% 78 92.9% 55 91.7% 48 92.3% 61 93.8% 339 93.1%

過去6か⽉間に相⼿にお⾦をもらってセックスをしたことがありますか？
ある 12 11.7% 8 9.5% 1 1.7% 1 1.9% 1 1.5% 23 6.3% 0.01
ない 91 88.3% 76 90.5% 59 98.3% 51 98.1% 64 98.5% 341 93.7%

栄にあるCommunity center riseに⾏ったことがありますか？
⾏ったことがある 22 21.4% 18 21.4% 14 23.3% 13 25.0% 20 30.8% 87 23.9% 0.10
知っているが⾏ったことない 20 19.4% 30 35.7% 18 30.0% 19 36.5% 21 32.3% 108 29.7%
知らない 61 59.2% 36 42.9% 28 46.7% 20 38.5% 24 36.9% 169 46.4%

ANGEL LIFE NAGOYAが配布しているコミュニティペーパーH.A.N.Aを読んだことがありますか？
読んだことがある 26 25.2% 24 28.6% 17 28.3% 16 30.8% 21 32.3% 104 28.6% 0.96
知っているが読んだことない 16 15.5% 12 14.3% 6 10.0% 8 15.4% 10 15.4% 52 14.3%
知らない 61 59.2% 48 57.1% 37 61.7% 28 53.8% 34 52.3% 208 57.1%

ANGEL LIFE NAGOYAが配布しているコンドームを持ち帰ったことがありますか？
過去1年間に持ち帰った 24 23.3% 24 28.6% 21 35.0% 15 28.8% 18 27.7% 102 28.0% 0.00
1年以上前に持ち帰った 0 .0% 5 6.0% 7 11.7% 9 17.3% 12 18.5% 33 9.1%
知っているが持ち帰ったことない 11 10.7% 9 10.7% 6 10.0% 10 19.2% 11 16.9% 47 12.9%
知らない 68 66.0% 46 54.8% 26 43.3% 18 34.6% 24 36.9% 182 50.0%

ⅡあなたはANGEL LIFE NAGOYAが広報しているゲイ向け無料HIV検査会(M検)を知っていますか？
利⽤した 8 7.8% 17 20.2% 9 15.0% 9 17.3% 14 21.5% 57 15.7% 0.01
知っているが利⽤したことはない 24 23.3% 25 29.8% 14 23.3% 22 42.3% 21 32.3% 106 29.1%
知らない 71 68.9% 42 50.0% 37 61.7% 21 40.4% 30 46.2% 201 55.2%

Ⅱあなたは毎年池⽥公園で開催されているNLGRに⾏ったことがありますか？(あてはまるものすべてに)
いずれか⾏った 43 41.7% 22 26.2% 7 11.7% 6 11.5% 20 30.8% 98 26.9% 0.00
いずれもない 60 58.3% 62 73.8% 53 88.3% 46 88.5% 45 69.2% 266 73.1%

n=364

年齢

n=103 n=84 n=60 n=52 n=65

Pearson χ2合計
24歳以下 25-29歳 30-34歳 35-39歳 40歳以上

 


